
大阪北部地震に遭遇して 

常任幹事 ２３期 畑地 豊 

北辰会２３期の皆さん 

高槻市西之川原１丁目３１の６ に居住している２３期（幹

事）畑地 豊です。 

このたびの「大阪北部地震」/６月１８日（月）発生から本日

２４日（日）７日間が経過。この間多くの方々からご心配のお

見舞いメール等を頂きました。 

まだまだ楽観できない期間であることとは承知しています

が、この段階で一言ご挨拶申し上げたいと存じます。 

（昨夜も２３時１５分頃「かなり激しい余震が３秒ほど続きま

した。） 

北辰会事務局においても、会員皆様からの安否情報を入

手の都度、E-mail で連絡可能な幹事の皆様に配信をして頂きました。 

私ことご心配をお寄せ頂いていたにも拘らず、バタバタと公私共に落ち着かない日常でし

たのでご返信が遅れていましたことをお詫び申し上げますとともに、ご心配をお寄せ頂きまし

たこと、厚くお礼申しあげます。 

私個人としましては住まいと人身はおかげ様で息災におります。 

茨木市内の勤務先はかなりの荒れ様で事務所内の机、椅子、書棚、そして書棚の中の収納

フアイル類はことごとく飛び出し、散乱して”足の踏み場もない”状況でした。壊れたキャビネ

ット、什器類、屋上のエアコン室外機、エレベータ電源、等々復旧、新規購入品等も含め小

さな事務所とは言え費用概算約３００万円程の実質損害の見込みです。 

社員はあと片付けに３日間忙殺。購入品が届くまで書類は一時保管庫にストックしていま

す。なんだかんだと後２週間ほどは掛るのではないでしょうか。 

地震発生の１８日は高槻市内の自宅を自家用車で７：４０に出発。茨木市の勤務先に向

かいました。 

７：５８ 震度６弱の地震に遭遇。運転中なので最初は地震である事は咄嗟に判断出来ま

せんでした。後で配信されたニュースで動画を見ると、車が激しく上下に揺れながら走行し

ていました。私は最初 『地震だから車が上下に揺れている、これは大変だ。』 という判断、

感覚を有することは全く有りませんでした。 

地震は突然発生すると分かっていても、経験の無い私にはこれは地震だと咄嗟に判断で

きませんでした。しかし、走行中急ブレーキを踏んだ時の衝撃の感覚が脳に伝わり、それと

同時に再度前進するのですが、その時キュルン、キュルンというような摩擦音が間接的に耳

に入ってきました。一瞬動物が飛び込んできたのかなと思いました。しかしその異音と慣性

の感覚が規則的に現れるので、これはおかしいと思って車を停車させました。 

時速４５ｋｍ程度の速度で走行中でしたから３～４秒間の出来事だったろうと思います。車 



を降りて一周りして車体を点検しながら、はっと「これは地震だったのか」と、思いがそこにた

どり着きました。その瞬間やや緊張感とある種の怖さが脳を過ぎりました。後で考えると電柱

やら、なんだかんだと倒れてこなくて幸いだったなーと思ったものです 

震源地は高槻市で震度６弱でしたから、私の住まいも中心地に近いと理解しています。従

来から「有馬・高槻断層帯」ということは、つとに説明されていて”耳にタコ”でしたから、危険

地帯の一つであることは常々承知をしていました。 

「承知をしていて危険な地域の真上付近に住んで居るのはいかがなものか！」という説教

的ご意見もお有りかと思いますが、そうは申しましても”孟母三遷の教え”の例えのように、わ

れわれ庶民派はそうそう簡単に安住の地を求めて引っ越しすることは容易では有りません。

私はここに引っ越しして来てから早や２４年が経過しょうとしています。好んでこの高槻市に

引っ越してきたわけでは有りませんでした。 

サラリーマン生活でしたから転勤もありますので、好むと好まざるに係わらず移住を余儀

なくされることが有ります。尚且つ「家/住宅」は高価な買い物ですから、軍資金と相談しなが

ら一生の決断を迫られる場合があります。理想の土地や場所を選ぶ権利は有っても、おい

それと「はいそうですか」式に選択出来る筈も有りえません。 

そうは申しましても地震国日本列島、どこに住んでいても危険は同じではないかと思いま

す。常に危険の上で生活していると言っても過言ではありません。 

「この土地ならば安全ですよ！」と言われたことを忠実に信じてそこに住んで居たとしても、

旅先で地震に遭遇するかも知れません。 

現実に活火山の周辺で多くの都市、市町村があり、ここでも多くの方が日常生活を送って

おられます。目に見えない、予知できない危険は狭い日本、どこにでもはらんでいると言っ

ても過言では無いと思います。 

畑地が何故危険な高槻市に住み続けているのか、自己弁護的論調でくどくど並べ立てま

した。自分でも冷汗が出て来ます。どうぞ笑ってやってください。 

北辰会を取り巻く関係者の皆様におかれましてはこれまでの情報によりますと、「大きな被

害は無かったとのこと」でございます。なによりのことでした。 

これから本格的な暑さに向かいます。どうぞご自愛下さい。 

そして北辰会のホームページにもしょっちゅうアクセスして情報を享受なさって、連携を

よろしくお願いいたします。 
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